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新・内科専門医制度



新・内科専門医制度 『技術・技能評価手帳』について
考え方とその方針

１）試みとしての技術・技能評価
　研修カリキュラムは，その到達レベルを具体的に評価できるように各項目について「知識」，「技術・技能」，「症例」と
いう区分を設けている．これらのうち，「知識」は筆記試験でその到達度を評価することができる．「症例」については『Web 
研修手帳（研修ログ）』を用いて経時的評価（プロセス評価）を行ない，病歴要約の査読をもってアウトプット評価も可
能としている．
　しかし，残る「技術・技能」の評価については特にその具体的な手法が明示されているわけではない．「知識」や「症例」
とともに，「技術・技能」の評価が重要であることは言うまでもない．
　新・内科専門医（以下，内科専門医）の育成にあたっては，その技術の指導は実際の研修の場において行われる．そし
て指導と評価にあたっているのは，他ならぬ専攻医の直接担当指導医である．そこで，症例の評価にあたって『Web 研
修手帳（研修ログ）』が用いられているのと同様に，このシステムを援用して，指導医による専攻の簡易的な評価システ
ムを設けることとしたい．

２）内科医にとっての技術・技能とは
　このたびの制度見直しにあたっては，内科医の「技術・技能」を重視して捉え直したいと考える．
　昨今，内科医の技術ということについて，様々なところから問われることが増してきている．あるときは内科以外の他
の領域（特に外科系）から，またあるときは診療報酬などに見られるように，経済的観点，行政的観点から，そして何よ
りも患者から「内科医の技術とはどのようなものなのか？」と問われ，説明を求められているのである．
　「技術」という言葉は手技的なものを連想させるが，内科医にとっては手技的なもの以上に，一定の診療情報から鑑別
する，「診断」という「技能」が高度な専門性として求められている．
　内科医には様々な技術・技能を集約した「診断」は勿論のこと，医療面接，身体診察，専門的検査（手技を伴うもの，
判断能力が問われるもの），治療（薬物治療，応急処置等）とその方針の決定，他の専門医へのコンサルテーション，患
者および家族への説明という具合に，多岐にわたって高い「技術・技能」が必要とされる．
　しかし内科医の「技術・技能」はその特性上，客観的な形として説明することが困難であると捉えられ，評価すること
も，されることも他の領域に比べ遅れていた．診断や治療方針の決定は，これまで強く意識されることのなかった，内科
的な様々な技術・技能の上に成り立つ総合的な技能であり，総合負荷でもある．これら包括的な技術・技能はどうしても
非専門家が理解しやすいものとはなってはいない．この「技術・技能」を理解し，評価できるものがあるとすれば，それ
は同じ内科医であり，特に研修の現場においては直接の指導医が評価できると言える．
　そこで，内科医が自ら指導医・専攻医という立場でもって，その「技術・技能」項目を評価することにより，内科医の
「技術・技能」の向上に繋げていきたいと考える．
　これを実施する手段として，この評価手帳を導入することについては，手続き的な形式性が先行し，ともすれば形骸化
も危惧されるかもしれない．しかしこのシステムの導入によって，研修の現場から，内科医の「技術・技能」が意識され
る効果に期待したいと考えるのである．

３）採用した評価項目
• 研修カリキュラムの各領域から，技術・技能部分に相当する項目をまず抽出した．
• その上で，5 年の研修を前提とした内科専門医にとって，その修得が望まれる到達レベル A グレード（複数回の経験を
経て，安全に実施できる，または判定できる）項目を採用するように絞り込んだ． 
※ 到達レベル B，C グレードは subspecialty 専門医として修得が求められる内容と考えている．
• 内科専門医としての修得が望ましくとも，現実的な修得が困難であり，subspecialty 専門医などが修得することが相応
しい項目は手帳から削除している．（病理組織診断，膠原病全体としての関節所見の判断など）

４）運用について
• この技術・評価手帳は，受験資格における条件設定とはしない．
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• まずは，研修の現場における任意評価とし，試みとしてこの手帳（システム）の使用を依頼する．
• 指導医の負担を考慮し，何らかの指導の都度，手帳に都度評価する必要はなく，あるときに取りまとめて一括した評価
（チェック）を行なうことも認める．

５）今後の活用について
　受験資格の条件設定とはしないものの，症例経験や一部プログラム内容が未達のときなど，場合によっては，この評価
内容を補完的（救済的）な措置として前向きに活用することは検討する．
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